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■
朝
鮮
学
校
を
も
っ
と
知
る
・そ
の
９ 

 

～
韓
国
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
へ
の
理
解
と
支
援
の
拡
が
り
～ 

 

朝
鮮
学
校
は
今
日
に
至
る
ま
で
、19

5
7

年
か
ら
教
育
援
助
費
・奨
学

金
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
共
和
国
）
よ
り
送
ら
れ
て
き

た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
守
る
こ
と
に
早
く
か
ら
理
解
を
示
し
て
き
た
共
和
国
と
の
繋
が
り

を
持
ち
な
が
ら
今
日
ま
で
学
校
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
繋
が
り
は
、

戦
前
の
皇
民
化
政
策
を
引
き
ず
っ
た
同
化
政
策
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
民

族
学
校
（
外
国
人
学
校
）
冷
遇
を
続
け
る
日
本
政
府
と
、そ
の
政
策
に
大

き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
日
本
社
会
の
も
と
で
民
族
教
育
を
続
け
る
朝

鮮
学
校
を
強
く
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維
持
に
長
ら
く
大

き
な
関
心
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
韓
国
政
府
は
、19

6
5

年
、日
本
と
国
交

を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
協
議
の
中
で
朝
鮮
学
校
の
強
制
閉
鎖
を

促
す
こ
と
ま
で
あ
っ
た
（19

6
5

年4

月2
3

日
、
韓
日
法
的
地
位
協
定

委
員
会
）
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
南
北
分
断
を
背
景
に

し
た
冷
戦
思
考
の
呪
縛
の
中
で
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
に
あ
っ

た
。
故
に
韓
国
社
会
で
は
、
長
い
間
、
日
本
に
あ
る
朝
鮮
学
校
の
存
在
さ

え
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
、
知
ら
れ
て
い
て
も
多
く
の
場
合
、
そ
れ

は
偏
見
に
染
ま
っ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、19

8
7

年
以
降
の
民
主
化
の
進
展
と
と
も
に
、
韓
国
の
市
民

社
会
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
民
族
的
見
地
、
脱

植
民
地
主
義
の
見
地
か
ら
朝
鮮
学
校
を
新
た
な
眼
差
し
で
見
る
動
き
が

出
て
き
た
。と
り
わ
け
東
京
都
の
石
原
慎
太
郎
知
事
（
当
時
）
に
よ
り
東 

京
朝
鮮
第
二
初
級
学
校
（
江
東
区
枝
川
）
の
土
地
明
け
渡
し
裁
判
（2003

〜
。2007

年
に
学
校
側
の
勝
利
的
和
解
。
学
校
は
存
続
で
き
る
こ
と

に
）
が
起
こ
さ
れ
た
折
に
は
韓
国
の
市
民
団
体
で
あ
るKIN

（Korean 

International 
Network

＝
地
球
村
同
胞
連
帯
）
の
活
躍
に
よ
り
、

韓
国
の
多
く
の
放
送
局
が
、
学
校
を
取
材
し
、
好
意
的
に
放
映
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
前
後
し
て
韓
国
か
ら
北
海
道
の
朝
鮮
学
校
を
訪
ね
、
長

き
に
わ
た
る
取
材
を
通
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
金
明
俊
（
キ
ム
・
ミ
ョ

ン
ジ
ュ
ン
）
監
督
製
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
』

（2006

年
）
が
韓
国
各
地
で
上
映
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
韓
国

市
民
社
会
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
へ
の
関
心
を
高
め
る
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。 

 

そ
し
て
、2011

年
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
宮
城
（
仙
台
）
や
福
島
（
郡
山
）
な
ど
の
朝
鮮
学
校
を
支
援
し
よ
う

と
、
金
明
俊
監
督
や
、
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
に
も
出
て
い
た
俳
優
の
権
海

孝
（
ク
ォ
ン
・
ヘ
ヒ
ョ
）
ら
に
よ
り
「
モ
ン
ダ
ン
ヨ
ン
ピ
ル
（
ち
び
た

鉛
筆
）」
と
い
う
団
体
が
結
成
。
韓
国
内
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
何
度
も
行
わ
れ
、
そ
の
収
益
金
が
被
災

地
の
朝
鮮
学
校
に
届
け
ら
れ
た
。
ま
た
同
団
体
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

2012

年
の
東
京
公
演
を
皮
切
り
に
日
本
各
地
で
も
開
か
れ
、
朝
鮮
学

校
の
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
ら
と
の
交
流
も
重
ね
ら
れ
た
。 

 
2014

年6

月
に
は
、
法
曹
団
体
、
宗
教
団
体
、
労
働
組
合
、
女
性

団
体
、
農
民
団
体
、KIN

や
モ
ン
ダ
ン
ヨ
ン
ピ
ル
な
ど
の
市
民
団
体
が

参
加
す
る
形
で
、「
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
と
子
ど
も
た
ち
を
守
る
市
民
の
会
」

が
結
成
。
同
会
は
、201

4
年11

月
か
ら
本
年2

月
ま
で
計17

回
の

訪
日
団
を
組
織
し
、
毎
回
、
数
十
名
が
文
科
省
へ
の
要
請
行
動
や
朝
鮮 

★埼愛キムチについて★ 
2010 年度末、埼玉県は、「財務の健全化」を口実に埼玉朝鮮学園への補助金の支給を打ち切りました。また、

埼玉県議会は 2012 年に「拉致問題が解決するまで補助金の支給を行わない」という附帯決議を行いました。こ
れは朝鮮学校に通う子どもたちとは何ら関係のない外交政治上の理由を持ち出すことによる不当な差別に他な
りません。2018 年度に県が財務状況について、「健全性が確認できた」と学校に通達した後も 支給停止は続いて
います。 
このような非常に厳しい状況の中、埼愛キムチは少しでも学校運営に寄与するため、“利益全額カンパ”の活動

を行っています。美味しいキムチとともに、朝鮮学校支援の輪が広がりますよう、ご協力よろしくお願いします。 
   



   

 

    

学
校
関
係
者
と
の
交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、KIN

と
日
本
で
「
高
校
無
償
化
」
制
度
の
朝
鮮
学
校
適
用
を
求
め

る
市
民
団
体
と
の
共
同
制
作
で
『
チ
ョ
ソ
ン
ハ
ッ
キ
ョ 

イ
ヤ
ギ
』
（
『
朝
鮮
学
校
物
語
』
）
が
、
ま
ず

韓
国
（20

1
4

年
）
で
、続
い
て
日
本
（20

1
5

年
。
花
伝
社
発
行
）
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
さ
い
た
ま
市
に
よ
る
朝
鮮
幼
稚
園
へ
の
マ
ス
ク
不
支
給
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
（20

2
0

年

3

月
）
に
は
、
「
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
と
子
ど
も
た
ち
を
守
る
市
民
の
会
」
を
は
じ
め
と
す
る

1
5

9

の
団

体
が
名
を
寄
せ
た
記
者
会
見
文
を
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
前
で
読
み
上
げ
る
緊
急
糾
弾
記
者
会

見
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
大
量
の
マ
ス
ク
が
韓
国
の
市
民
団
体
か
ら
埼
玉
朝
鮮
学
園
に
送
り
届
け

ら
れ
て
い
る
。 

 

『
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
』
に
続
く
韓
国
出
身
の
監
督
に
よ
る
朝
鮮
学
校
を
扱
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
も
『60

万
回
の
ト
ラ
イ
』
（20

1
3

年
）
、
『
ウ
ル
ボ 

—
 

泣
き
虫
ボ
ク
シ
ン
グ
部
』
（20

1
4

年
）
、
『
ナ
ヌ
ン 

チ
ョ
ソ
ン
サ
ラ
ミ
ダ
（
私
は
朝
鮮
人
だ
）
』
（20

2
0

年
）
、
『
チ
ャ
ビ
ョ
ル
（
差
別
）
』

（20
2

1

年
）
と
、続
々
、
制
作
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
学
校
へ
の
眼
差
し
は
、
韓
国
社
会
で
着
実
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。  

〔K.T

〕 

        

※
※ 

書
籍
の
紹
介 

※
※ 

３
月
に
発
行
さ
れ
る
『
高
校
無
償
化
問
題
が
問
い
か
け
る
も
の 

—
 

朝
鮮
学
校
物
語
２
』（
朝

鮮
学
校
「
無
償
化
」
排
除
に
反
対
す
る
連
絡
会
記
録
編
集
員
会
編
。
花
伝
社
発
行
。1320

円/

税

込
み
）
に
は
埼
玉
朝
鮮
初
中
級
学
校
保
護
者
の
金
範
重
さ
ん
が
「
埼
愛
キ
ム
チ
」
の
こ
と
を
書
い

た
文
章
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

お
求
め
の
方
は
下
記QR

コ
ー
ド
で
出
て
く
る
注
文
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
！ 

 

 


